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I.2025年度 事業計画の取り組み状況

2025年度 事業計画

2025年度 重点実施項目

1.適切なケア。支援・サービスの推進
・基本ケア、支援の教育の徹底

・不適切なケア、支援 0の推進

・ヒヤリハットより、ケア、支援、環境の改善

・コンプライアンスの徹底

2 「人材」の育成・定着

・職員間、上司部下のコミュニケーションの推進

・部下面談 (上期 。下期の評価面談)の実施
・部門長教育 (管理職会議研修)の実施

3.経営力の向上
。経常増減差額の黒字化
。部門マネジメントの徹底
。財務教育の実施

4.『備える』～震災を忘れない～

・BCPの修正

・所属での実地訓練の実施

。ANPICに よる、緊急時職員連絡訓練の実施

・防災備蓄品の整備

5.『ゲストも職員も笑顔になる』取り組み



1,法人全体

1.適切なケア・支援・サービスの推進
各所属、部門に事故姑策委員会を設置し、事故報告書やヒヤリハント報告

書から、分析・対策を行い、事故防止に努めた。自部門だけでなく、他部門

の事故報告の内容や封策を情報共有し、同様の事故予防対策の共有化を図

りました。

法人全体で 1回、所属で 1回事故防止研修を実施し、全職員が受講し、事

故予防の意識・知識の向上を図りました。

入職者研修で事故防止研修を実施し、各部門でOJT(同 行教育)にて、
業務や基本的なケア・支援を教育。職員毎の進捗に合わせ、同行期間を変え、

職員に合わせた教育しました。

重大事故が 33件 (前年 31件 )、 と増加しましたが、事故による入院の件

数は 11件 (前年 15件)と減少しています。人材の不足による、見守りの不

足や、決まった介護ができておらず (2人介助だが、1人で介助をする等)

事故につながつたケースもあり、改めて、基本の徹底、決まつている事の徹

底を図るように、再周知を図つています。

重大クレームが 1件 (前年 1件 )、 発生していますが、不当要求を含むカ

スハラ事案であり、現在弁護士とも相談しながら、本部も介入し、対応継続

中。今後も、ハラスメント対策 。対応に関して、法律や基準に則り、適正・

厳格な対応をしていく必要があります。

2.「人材」の育成 。定着

人材の確保・育成・定着は、年々厳 しい状況が増 してお り、法人運営の最

重要課題 となつています。学校との関係づくりは、専門学校、大学からの実

習生の受け入れを中心に、福祉教育授業の講師派遣も行い、新卒採用は今年

度も 2名確保する事ができました。しかし、中途採用は、非常に厳 しく、特

養部門、訪問介護部門、地域包括部門では、年間を通じて、職員が不足した

状態が続きました。

外国人人材は、ベ トナム人留学生が 3名 、ベ トナム人特定技能実習生が 3

名、インドネシア特定技能実習生 9名在籍 しています。

6月 にときめき特養に 3名 、12月 に六甲特養に 3名 、イン ドネシアより

特定技能実習生を受け入れる予定です。今後も定期的に、外国人材の受入れ

を進め、人材確保のひとつとして取 り組んでいきます。

職員の定着に向け、上司による年 2回の定期面談や、日頃より不安の軽減

や業務 。職場環境の改善に努めましたが、昨年度と同様に紹介会社から入職



後すぐの退職者もあり、現場の職員不足が改善しない部門もありました。

人材不足により、職員研修や他所属研修も実施が難 しい状況ながら、理念

研修、事故防止研修、感染症研修等は、法人全体で取 り組みましたく】

人あつての福祉である為、引き続き人材の確保
。育成 。定着に努めていき

ます。

3。 経営力の向上

経営面では、法人全体の収入予算比 99.9%、 人件費予算比 97.5%、 事業

活動収支差額予算比 141.2%、 事業活動収支差額 141,186千 円と経営改善

しました。

特養部門は、空床が減り、総稼働率 95。 9%(前年 93.7%)と 向上するも、

ショートステイは六甲、ときめきとも下期に稼働率が 80%弱で推移してお

り、ロングショートの獲得等、今後の運営の大きな課題となつている。

デイ部門は、六甲認知デイ、魚崎認知デイ、藤江デイ以外の標準型デイで

前年度の利用率を下回つており、他事業所への営業や外部カンファレンス等

への積極的な参加で、他事業所との関係性の再構築、新規受け入れの推進に

努め、利用率の向上が今後の課題となつています。

グランクオーレ (サ高住)、 ときめきケアハウスが、上期空床が増加した

が、営業等の努力により、どちらも下期より空床 0の状態に回復しました。

今後、安定的な運営を継続していきます。

居宅部門は、今年度中のケース稼働 90%を 目指し、各部門でケース稼働が

向上しました。

障がい部門は、全体で予算、前年ともに達成。安定した経営状況となつて

います。

各事業所で、日々実績入力を行い、数値マネジメントの徹底を図りました。

特に日々 、利用率、稼働率の数値から、課題の早期発見と迅速な封策に努め

ました。各業態会議でも、対策の共有化や課題の改善を話し合い、経営改善

に努めました。

今後も、安定的な運営を目指し、経営改善に取り組んでいきます。

4.『備える』～震災を忘れない～

各所属で BCPを策定し、災害 BCPに基づく、実地訓練を全所属で実施し、

そこからの改善点を踏まえ、災害 BCPの修正を行いました。ときめきでは、

職員だけでなく、グストや地域の方もいつしよに訓練を実施しました。六甲

では、BCP訓練だけでなく、福祉避難所開設訓練を、行政や他事業所の方も

参加して実施しました。包括支援センターでは、『防災・減災』をテーマに



地域ケア会議を開催し、行政、地域、事業所が防災福祉コミュニティの在り

方について議論し、今後の防災活動とともに、顔の見える関係づくりにもつ

ながりました。

毎月 17日 に、ANPICに よる、緊急時職員連絡訓練を実施し、災害時の報告

連絡の意識付けを行いました。

5。『ゲストも職員も笑顔になる』取り組み

昨年よりさらに、『グストも職員も笑顔になる』取り組みを進めました。

各所属で、お祭り等の行事の再開 (夏祭り、運動会、シルバーフェスティバ

ル等)や、遠足、宿泊旅行、外食ツアー等の外出行事を実施し、ゲストも職

員も笑顔となりました。ボランティアの受け入れ (趣味活動、音楽、洗濯た

たみ等)も昨年度より増加し、グストの楽しみの増加を図りました。

移乗リフト等による介護負担の軽減や ICTの活用、居宅のスマホの活用

や、音声入カシステムの導入、障がい部門のインカムの活用等で、情報の共

有や職員間の連携強化により、働きやすさの改善に努めました。

職員の行動基準である『ベーシンク』活動を通じて、職員の意識の向上に

努め、良かった対応等を職員間で共有する場を増やす『にこりほつと』の取

り組みをしている部門もあり、職員のやりがいにもつながつています。

2.六 甲アイラン ド

○ 特別養護老人ホーム 六甲アイランド

適切なケア・サービスの提供では、移乗用リフトを購入し上期は使用してきた

が、使用グストの退所が続き、下期から他ゲストヘアプローチしているが現在活

用に繁げられていない。使用条件があるため条件に合うグストを探し、新規ゲス

トなどにアプローチしていく。今後も新しい介護ロボントの情報を集め、負担軽

減に繁がるものを取り入れたい。

人材の育成・定着では、特定技能実習生などで確保してきているが、日本人の

採用に苦戦している状況。離職防止のため、主任、リーダーと情報共有し早めの

面談を実施しているが、退職理由も多様化しており止まらない状況。今後も紹介

会社などを利用し、適正人員を確保し、教育、職員のやりがいに繋がる取り組み

をしていきたい。

経営力の向上では、特養の稼働は落ち着いたが、ショート稼働が上がりきらな

い状況である。神戸市ルールで重ねて使用できなくなり、姑策としてロングショ

ートを12床の内 7～ 8床で稼働しているが、認知症も重度で介護度も高いゲ



ストが多く、現場の負担が大きくなっている。このままでは重大事故に繋がる可

能性もあるため、バランスを取る必要がある。介護負担とのバランスと取りなが

ら、稼働率達成を目標に相談員・現場と協力して取り組んでいきたい。

グスト、職員共に笑顔になる取り組みでは、9月 に家族面会を大幅に緩和しゲ

ストと家族の時間を楽しんでもらえた。また同時に洗濯たたみのボランティア

を再開し、職員の負担を減らすことができ、1月 よリレクリエーションボランテ

ィアを再開し、グスト・職員共に楽しめる時間を作ることが出来た。今後も職員・

グストが共に笑顔になる取り組みをしていきたい。

○ 六甲アイランドデイサービス

適切ケア・支援・サービスの推進は、年間を通 して事故防止に取 り組み、大

きな事故なく運営することができました。ヒヤリ・ハットヘの意識低下が下期

には見られたため、糸匹続 した周知・徹底が今後の課題です。ADLに応 じたケア

については、日々のミーティングで情報共有を行い、適切に対応することがで

きました。

人材の育成 。定着は、定期面談や適宜面談を実施 し、職員とのコミュニケー

ションに努めました。離職者 0人を目標 としていましたが、引越 しや体調不良

等の理由により、年度内に 3名 の退職がありました。今後も継続 して面談を実

施 し、働きやすい乗境づくりに取 り組んでいきます。

内部研修は、全員か加できましたが、外部研修への参加者はいませんでし

た。来年度は積極的な参加を促 し、職員のスキル向上につなげていきます。

経営力の向上は、年間平均稼働率は 84.1%で、日標の 87.0%に は届きませ

んでした。新規利用者の受け入れは継続 してありましたが、終了者も多く、安

定した稼働維持には至 りませんでした。

外部からの紹介が少なく、「自宅から遠い」という理由で利用につながらな

いケースも多く見られました。今後は事業所の強みや特色を積極的に発信 し、

新規契約につなげていきます。あわせて、人員不足による新規受け入れ停止が

起こらないよう、職員体制の整備にも努めていきます。

○ 特別養護老人ホーム 六甲アイランドにじの家

事故対策検討委員会を毎月開催し、同様の事故を繰り返さないことを目標に、

1か月単位で対策目標を設定し取り組んだ。日頃のケアヘの意識向上にはつなが

つたものの、日標設定から達成までのサイクル構築には課題が残つた。次年度も

引き続き、防げる事故と防げない事故の見極めを行いながら、具体的な目標設定

と達成につなげていく。

4月 入職の 4名のうち 1名 は早期退職となったが、3名 は継続して勤務してい

る。個々のスキルや経験に応じた教育を実施し、サポーター。リーダー・主任が

連携した支援体制と、職員全体での育成体制を整備したことが定着につながっ

たと考える。次年度も、個々に応じた教育や柔軟な対応、働きやすい環境づくり



を継続 し、人材育成と定着に取 り組んでいく。

年間稼働率は目標 97.2%に対 し、最終的に 98.2%と なり、日標を達成 した。

1か月以上の長期入院者が 1名いたものの、他の入院者については家族や病院と

の連携を密に行 うことで早期退院につなげることができた。2025年度の入院 日

数は 86日 となり、前年度の 376日 から大幅に減少 した。

欠員 日数は 103日 で、前年度の 134日 より減少 したが、スムーズな入所調整

ができず、長期欠員となる期間もみられた。

上期に正職員 1名 の退職があつたが補充を行わなかったため、人件費支出は

予算比 96.1%と なつた。その影響もあり、事業活動資金収支差額は 24,142千円

となり、予算 13,573千円を上回る結果となつた。

次年度も、入院者が発生した際には関係機関との連携を密に行い、早期退院に

つなげていく。また、待機者確保については引き続き課題であるため、相談員と

ゲス ト状況の情報共有を図り、円滑かつ早期の入所につなげられるよう取 り組

んでいく。

○ にじの家 河ヽ規模多機能型居宅介護

適切ケア 。支援・サービスの推進は、今年度、認知症ケアに関する知識と実

践力の向上を目的として、年間を通して認知症ケアに関する書籍を 1冊選定

し、職員全員で読み進める取り組みを実施した。内容を共有しながら学びを深

めることで、認知症の方への理解や関わり方について、職員一人ひとりの「引

き出し」を増やすことができた。

5S委員会に関しては、多機能としてあまり貢献することが出来なかつた。

特養との関係性も含めて、来季は積極的に行動していくことが必要。

人材の育成 。定着は、職員 (個人)の様々な状況・状態等の長期欠勤が多か

ったが他職員と協力しながら、乗り切ることが出来た。また、リーダー中心の

体制構築を進めており、少しずつであるが、現場内での情報共有や役割分担が

明確となり、日々の介護業務における判断や改善提案が、現場主体で円滑に実

施できる体制へと変化している。

経営力の向上は、収益面において予算達成には至らなかつた。一方で、多機

能事業としての役割遂行および職員体制の維持・強化を優先し、必要な人員配

置や緊急対応を行つた結果、人件費・経費ともに増加した。

☆ 収益減少の主な要因 :

①入所レベルの状態であった利用者が、入所となつたケースの増加

②独居利用者の転倒による入院ケースの増加

☆ 人件費増加の主な要因 :

①多機能事業としての業務特性上、柔軟な人員配置が必要であつたこと



②他部門へのフォロー体制を強化し事業全体の運営安定化を図つたこと

☆ 経費増加の主な要因 :

①経年劣化による備品・設備の更新

②緊急時紺応 に必要な物品整備を進めたことで増加した

○ 六甲アイランド居宅介護支援

5月 より介護予防支援事業所の指定を新たに取得し、六甲あんすこ部門より

常勤ケアマネージャー3名が予防ケースを担当して異動しました。うち2名 は

介護ケース担当が初めてであったため、先輩職員との同行研修を行いながら、

予防ケース 100件の引き継ぎを実施しました。また、同地域の居宅介護支援事

業所の休業に伴い、4月 から6月 にかけて要介護 47ケースを引き継ざました。

人員体制の強化により特定事業所力日算Ⅱを取得し、1ケース当たりの単価が

向上したことで、収入は予算を大きく上回りました。その結果、事業活動収支

差額は 4,911千円 (予算差+810千円)と なりました。

10月 には神戸市による運営指導を受け、居宅介護支援・介護予防支援事業の

運営状況について確認を受けました。BCPに関する研修・訓練内容や特定事業

所力日算の要件、事前提出した 2ケースの確認が行われましたが、減算封象とな

る指摘事項はなく終了しました。

六甲アイランド地域の特性上、介護予防ケースの割合が高く、法人内カウン

トでは予防ケースが 2分の 1換算となるため、ケース稼働率は低く見える状況

となつています。その中でも、スキルアップの取り組みとして外部の事例検討

会へ積極的に参加しました。次年度は部門内でも事例検討会を実施し、定期的

な内部ミーティングの質向上につなげることで、支援力の向上を図つていきま

す。

○ 六甲アイランドグループホーム

適切なケア・サービスの推進は、認知症ケアの指針を基に利用者が主体的に、

BPDSの 発症が無く過ごせることを目標に認知症プロジェクトで取り組んだ。
虐待防止。身体拘束委員会では不適切ケア廃上を目指し、今できる事は何かを考

え「指示、命令、ダメ、やめて」を使用しないチームの行動目標を掲げ取り組ん

だ。ご家族参加型の行事、誕生日会を企画しました。成果としては第二者評価の

ご家族アンケートでは、高評価をもらいました。半面、介護現場での大きな壁、

「言葉づかい」が劇的に改善するまでは至らず、不適切ケアヘの自己評価を実施

すると、自己評価が高い職員が多い事が分かり、新たな課題が見えてきました。

人材の育成・定着は、ベーシック委員会では、チームメンバーの思いや価値観、

職員同士が理解し合えるツールとして「ザーグマル新聞」の発行を継続して実施



しました。コミュニケーションは質ではなく回数の思考をもとに、毎日5分間ミ

ーティングを実施しました。日々の業務の中で疑問や困つている事などをテー

マに話し合いを継続しています。まだ、効果が出ていませんが、継続します。在

職中の職員が 60歳以上の職員が4名で、年齢を重ねても業務が継続できるよう

に、生産性向上委員会では質も担保しつつ、無駄・無理な業務を洗いさし業務改

革を行つています。

経営力の向上は、稼働率 99.0%を 目標に、重大事故での入院者を出さないた

めに、事故姑策委員会で、介護事故報告書、ヒヤリハットの分析を行い事故の予

測と防止策を検討し、骨折事故は 1件のみ。医師との連携を強化し、コロナ、イ

ンフル感染時も入院者を出す事なく施設内でのケアが実施できました。しかし

ながら急性胆嚢炎や脳内出血により予測不可な急変があり、長期入院者が2名 、

稼働率が 98。 5%で した。現在平均介護度も 3.67、 平均年齢も 92歳 と稼働率

99.0%を 目指す事が難しい現状です。

○ 六甲アイラン ド認知症対応型デイサービス

適切ケア・支援・サービスの推進は、年間を通 して毎 日、短時間のカンフ

ァと振 り返 りを実施できた。職員から意見を聞き、家族やケアマネ
ヘ報告・

提案 。相談をして迅速にケアの変更を実施 して信頼関係を築いていけるよう

に努めた。

職員研修は部門長が準備 した資料を基に、認知症ケアや接遇について学ぶ機

会を設けた。一方的に伝えるだけでは、効果が不十分に感 じた。今後は各職員

が学んだ事を発表 してもらう機会をつくりたいと思 う。

人材の育成・定着は、行事・担当ゲス ト・業務の分担を平等に振 り分け責

任を持ち取 り組んでもらった。写真・パソコン・物作 りなど、得意分野を任

せて、や りがいを もつてもらえるようにした。4月 から、採用が進まず人
員は不足の状態が続いていた。また職員間の人間関係の問題も抱えていた。

今後は 2番手相談員と連携 して、チームワークを向上させるよう取り組みを

考えて実行 していく。

経営力の向上は、年間平均稼働率 61.9% 年間新規 9件 (終了 9件)予算
は達成出来ず。4月 稼働率 48.1%から毎月新規利用と増回が続き、11月 末で

74.8%まで上昇 したが、以降は主に入所による終了者が続き落ち込んでしま

つた。人件費は予算比 92%であるが、赤字経営が続いているため、現状の稼

働率の間は現在の人員で回していく。新規獲得に向けて外部ケアマネ
ヘ声掛

けをするも、遠方を利用するメリットが少なく、まれに困難ケースの紹介が

ある程度。内部ケアマネに頼 りたいが、隣接する六甲デイと老健のリハビリ

デイケアのニーズが強い様子。今後も認知デイの特徴 とメリットのアピール

を細 目にしていく。いざ利用者が増えた時に混乱しないように、適切な認知

症ケア・接遇で対応できるように備えていく。



○ 六甲アイランドあんしんすこやかセンター

あんしんすこやかセンターの周知及び介護予防啓発目的で講演会を 4か所で

開催した。わかりやすく伝えるため寸劇を通じて、あんしんすこやかセンター、

介護予防啓発などの周知ができた。地域住民がこれからも自分事として関心を

持つてもらえるよう引き続き、啓発活動を行つていく。

新しいつどい場づくり (地域資源開発)と介護予防啓発を目的に「ボンチヤサ

ークル」の立ち上げを地域ですすめてきた。今夏、六甲アイランドサマーイブニ

ングカーニバルにおいて、ボッチャの魅力や新しいつどい場として幅広く周知

してもらうため、体験ブースを出展。その成果もあり、自治会主催による「ボッ

チャ六甲アイランドカップ」を開催することができた。今後、これらをきつかけ

に興味、関心を持つ住民が増え、地域で活発化していくことに期待している。引

き続き、各関係機関とも連携を図りながら、多世代交流と新たなつどい場拡充と

なるよう、計画性を持ち、後方支援が適うよう取り組んでいきたい。

平時からの防災ネットワーク強化を目的として地域ケア会議を開催した。今

回は実際に震災が起こつた時を想定し、それぞれの立場から話し合い、課題を出

し合つた。参加者それぞれの立場から課題をいただき、その課題を参加者全員と

共有することもできた。会議の積み重ねと地域住民、各関係機関の方々に会議の

趣旨や目的を理解して頂き、特に地域の防災福祉コミュニティーや医療関係機

関の積極的な参加につながつたことは多職種連携も含め今後の活動として強み

となつた。これからも地域における各関係機関と継続的な関係性を築いていき

たい。

高齢者夫婦と発達障害が疑われる長男との世帯について個別地域ケア会議を

開催した。昨年と同様の事例について、それぞれの立場から振り返りを行うこと

で、地域でお互いに支え合い支援していく仕組みづくりについて具体的に意見

交換し、共有することを目的に開催した。支援拒否があり、情報が集まつていな

い状況の中で各関係機関への相談には疇躇してしまうが、今後、同じようなケー

スに直面した場合においても、センター主導の小さな会議の積み重ねから、地域

住民や関係機関に繋ざ合わせていくことが大切であると参加者で共有すること

ができた。また、複雑かつ多岐にわたる複合的な相談においては関係各機関が同

じ方向性と役割を理解することで解決へとつながり、今後の封応力となること

を参加者で共有することができた。

○ 六甲アイラン ド ホームヘルプ

サービス提供責任者を増員 し、六甲エリア担当と甲南エリア担当の 2体制と

することで、新規受入れの拡大を図つた。あわせて、法人内チャットツールの活

用による情報共有の迅速化により、受入れ決定までの期間短縮を実現 し、新規受



入れ数の増加に寄与した。次年度も、引き続き生産性向上に取 り組む。

職員研修については、年間計画に基づき実施 した。他部門の看護師を講師とし

た緊急時対応研修では、救急要請までに実施すべき対応や手順を習得する機会

とした。また、災害時 BCPヨ 1練では、利用者の避難場所の確認および環境面のリ

スク抽出・共有を行つた。これらの取 り組みを通じ、ヘルパーが日頃から多くの

気づきを持つて業務にあたつていることを再認識 した。次年度は介護技術の実

技研修を計画に組み込み、さらなるスキル向上に取 り組む。

3.甲南・魚崎

○ は～とらんど甲南 デイサービス

6月 に急返管理者が異動し、その後は結果的に正規の管理者が配置できない

状態のまま年度を終えることとなりました。また、不測の事態もあリー時的に現

場の人員も不足した中での運営となり、まずは無事に日々の営業をおこなうこ

とが最優先でした。

その中で、交通事故においてはバック時の確認不足による事故が多く、幸い大

きな事故につながることはありませんでしたが、添乗員と連携しながら事故を

起こさないための確実な手順を教育し、徹底を図ります。

経営面においては営業活動にまで手が回らず、後半は入院や入所により減少

した稼働率の回復ができませんでしたが、前半の高い稼働率をもつて年間の収

支予算は達成することができました。

来年度は開設 30周年を迎えることとなり、新任の管理者のもと、より安定し

た経営状態を維持するための内部連携の強化、外部への営業再開をおこなうと

ともに、グスト・職員ともに笑顔になる取り組みの推進のため、業務を見直し生

産性向上をはかることで職員の働きやすい職場づくりを進め、グストヘの還元

につなげていきたいと考えております。

○ 魚崎中町デイサービス

標準型については、稼働率が思 うように回復 しない状態が続き、期中に
「編み

物クラブ」を作 りました。職員の特技を活かしながら、グス トと一緒に楽 しむ姿

勢でプログラムを考えて職員のや り甲斐にもつながつています。

新規利用者を獲得 しても、入院や入所による中断・終了ケースが一定数あり、

なかなか数字につながらず収支予算の達成には至 りませんでしたが、今後も「ゲ

ス トも職員も笑顔になる」取 り組みをさらに進めたいと思います。年度末にはリ

ハビリ機器を一新し、ゲス トの介護予防にも取 り組みます。



認知症対応型は、認知症の周辺症状から手厚い見守りや介護が必要なゲスト

が利用されており、安全を第一に、職員の配置を考えながら利用者の受け入れを

おこない、稼働率の維持向上に努め収支予算が達成できました。今後も標準型と

認知症対応型のバランスをとりながら、周りの事業者からの信頼に応えるため、

専門性を活かした事業運営に努めたいと考えております。

働きやすい職場づくりを職員全員で進め、勤続年数の長い職員が多いことか

ら、シニア層の職員が増えているため、職員の健康管理により留意し柔軟な働き

方を実現することで、長く活躍し生きがいとなる職場を目指したいと思います。

○ は～とらんど甲南 居宅介護支援

今年度からケース稼働率 90%の 日標を掲げ、各職員が担当ケース数の増加 と

適切なケアマネジメン トの実施の両立に向けて取 り組みました。結果的にケー

ス稼働率 90%の 目標には届きませんでしたが、積極的なケースの受け入れのた

め、医療機関に継続的な営業をおこなう等、職員の数値 目標に関する意識向上に

つながつています。また、記録にかかる時間削減をおこない効率的な業務遂行を

目的として、音声入カシステムを試行的に導入 しました。実際に効果を実感する

ことにより、利用する職員が増え、ICT活用の意識も向上しています。今後もさ

らなる ICTの活用を検討 し、事務の効率化とケース稼働率の達成に向けて取り

組みます。

今年度は神戸市の運営指導、ケアプランチェックを受けましたが、どちらも大

きな指摘なく終了しました。ケアプランチェックではより適正なケアマネジメ

ン トの実践に向けた指導を受け、職員間で共有 し改善に向けて取 り組むことで

さらなる質の向上につなげたいと考えております。

○ 本山南都あんしんすこやかセンター

今年度は、阪神淡路大震災発災から30年を迎えるにあたり、「防災・減災」を

テーマに、市民や関係機関、事業者などと地域ケア会議を開催しました。

区の職員や圏域の防災福祉コミュニテイの方から、行政の対策や具体的な活

動等についてお話を聞くことで、新たな知識の習得、意識の向上につながりまし

た。発災時における地域の助け合いを実現するためには、日ごろから緩くつなが

つておくことが大切であることを学び、そのネットワークの構築にあたり、継続

した意見交換をおこないました。特に普段交流することが少ない市民と事業者

については、顔の見える関係を築く機会になつたことも有意義であったと思い

ます。

また、高齢者虐待ケースを含む支援困難事例が後を絶たず発生しており、身寄

りのいないケースや世帯支援が必要なケースなど、多大な時間と労力を要する



ことにより、センター職員の心身の負担が増大 していることを実感 します。

多岐にわたる業務の中、日頃から小さなことでもコミュニケーションがとれて

いる良好な関係性が職員間で構築できていることが過度なス トレスを生むこと

なく職員が勤続できている要因と考えます。

4.明石

○ 東二見デイサービス

適切なケア・支援・サービスの推進ではデイ業態で決定した年間研修に基づき

毎月の職員会議で実施することができました。 LIFEの フィー ドバックデー

タの活用はできませんでしたが、毎日の振 り返 りや職員会議で他職種を含んで

ケアの検討を行 うことができました。今後も事故につながるケアや負担になつ

ているケアがある場合は、すぐに相談、検討できるような風通しの良い環境を作

つていきたいと思います。

「人材」の育成・定着では部門内の離職率を 10%以内に抑えという目標に紺

して、年間通 して退職者が 3名 、離職率 11%と 目標を達成することができませ

んでした。半期ごとの全職員に対 しての面談を行 うことができませんでしたが、

普段から新 しく入職 した職員や気になる職員にはその都度声かけを行い、積極

的にコミュニケーションをとることができました。2026年度はしつかりと時間

を作 り、半期ごとの面談を実施 していきたいと思います。

経営力の向上では年間平均稼働率 91.5%、 年間収支差額が 330万 円とい う目

標でしたが、年間稼働率 (82.4%)、 年間収支差額 (-260万 )と 大きく下回つてし

まいました。 11月 以降利用回数の多いゲス トの入所や入院での長期欠席が多数

あったことが、稼働率低迷の原因となりました。また介護度の高いゲス トが減 り、

介護度の低いグス トが増えたことで、中重度ケア体制加算の算定も 2025年度で

終了となります。短時間利用や介護度の低いグス トが増えている事、中重度ケア

体制の算定ができないため 1人当たりの単価が下がり今後も厳 しい運営が続く

と予想 されます。

経費に関しては人材紹介会社を使って採用を行つた事と経年劣化による修繕

を行つた事で予算を上回りました。

2026年度は定期的な空き情報の発信 と営業活動、経費削減を行い、年間稼働

率、年間収支差額の達成を目指 します。

○ 藤江デイサービス

適切なケア。支援・サービスの推進は、職員研修や委員会について、業務量が



増えた為に実施を先送 りにすること等があり、計画性が足 りませんでした。結局、

ひと月に集中して実施することがあり、職員の負担増や、業務のバランスを悪く

してしまいました。26年度は無理なく計画的に行えるよう、また、ただやるだ

けではなく、意味のある物を意識 して取 り組んでいきます。

「人材」の育成・定着は、職場環境が理由の離職は 0で した。退職ケースを振

り返ると、意欲はあつても、小規模部門ゆえ、多様な働き方に応 じることができ

なかつた部分が目立ちました。エ リアでも情報共有しながら少 しでもサポー ト

できるよう努めていきます。

経営力の向上 困難ケースも多くあり、業務圧迫は激 しかつたですが、浮き沈

みなく、職員 1人 1人が真摯にグス トと向きあい、寄 り添 うケアを積み重ねた

結果、年間稼働率は 93.3%で 、日標達成、及び予算達成ができました。

地域貢献は、こども食堂のコロナ禍の休上を経て、24年度に再開。25年度は

調理再開と、以前の形での運営ができるようになりました。26年度はデイサー

ビスとの交流等も検討 しています。地域貢献を通 じて、関わる様々な世代にとつ

ても風通しの良いデイサービスで在 り続けられるよう、取 り組んでいきます。

○ 明石居宅介護支援

適切なケアや法令遵守については、全員がケアプランマニュアル表を活用し、

適切なケアマネジメン トプロセスが行えるようになつてきています。 しかしな

がら、チェンクをすると日付のミスや未記載事項があります。正確性を高めるこ

とが課題です。

働きやすい職場づくりについては、休 日にデイの問い合わせを受けることが

なくなったことは負担軽減になつています。退職者について、1名 の方に関して

は「困難ケースの対応等周 りに相談 したらよかつたのにできなかった。人の功言

を聞くのもしんどかった。精神的に疲れた。」とのことでした。結果として一人

で抱え込んで疲弊 してしまったのが原因だと思います。今後このような事態に

ならないように、専門職 としてみんなで困難ケースに立ち向かえたらと思いま

す。

経営力向上・予算達成については、僅かに至らずですがなんとか黒字で終える

ことができました。ケース数や個人稼働率は日標達成できませんでした。下半期

に 2名 の退職者があり、ケース数を減 らす形 となりました。個人稼働率は途中

90%を超えることはありましたが、最終平均 86.6%。 毎月ケース数の確認をす

るので各ケアマネジャーが適正数を意識 し、進んで新規を取 りに行 くようにな

っているので、2026年度はいいスター トを切れています。



地域との繋がりについては、これまでしてきたことの継続ができました。民生

委員さんや地域の方々との繋がりを持ち続けていきます。

5,ケイ・メゾンときめき

○ 特別養護老人ホーム ケイ・メゾンときめき

重大事故防止の取組みでは、重大事故件数年間 15件に対し、事故封策委員会

を通じて事故の共有や振り返りを行つています。事故の内容を振り返つてみる

と同じような事故や同じグストの事故が続いており、再発防止策を立てるまで

に時間がかかり、事故の原因を深く追求できていないことが課題となつていま

す。来年度は見えてきた課題を解決し、重大事故を1件でも減らせるようにして

いきます。

人材面ではヘルパーの採用が難しい状況が続いているため、介護補助で問接

業務を行う職員 (掃除・リネン交換・食事の準備片付け)を 4名採用し、ヘルパ

ーの業務負担の軽減を行いました。時間ができた分をグストのケアに還元し、ゲ

ストの生活が充実できるように今後も業務やケアの見直しを行います。また、6

月にインドネシアからの特定技能生が 3名入職し、周りのフォローもあり今で

は独り立ちして活躍しています。

年間稼働率は目標 98,5%に対して特養 96.7%、 ショート 98,0%で、合計

96.8%で したが、人件費が大幅に予算を下回つたため、年間収支予算は達成しま

した。特養の待機者は市内入所施設が増えたために減つてきています。特養の入

所の機会を増やすためにショートステイのグストを増やしていきながら、特養

の受け入れの対策も取つていきます。来年度もそれぞれの相談員と連携をとり

ながら、特養とショートステイのバランスがとれた運用をしていきます。

○ ケイ・メゾンときめき デイサービス

組織力の向上では、自部門のみではなく、他部門での重大事故報告書を周知し

リスク回避・ケア検証を話合い、安全な介護に対する気づき
。意識付けを行つて

きました。重大事故 0件を目標に取 り組んできましたが、入浴中での転倒、骨折

の重大事故が 1件、発生しました。検証 した結果、基本的なケア・入浴機器操

作 。手順等統一されていなかつたことが事故につながつたことがわかりました。

次年度の課題 として 「介護技術向上」を目標に取 り組んでいきます。

経営力の向上では、年間収支は予算を達成 しましたが、稼働率では、標準型デ

イ 81.7%、 認知症型デイ 48.6%と 前年度よりも低下しました。新規登録者 134

枠/週に対し、脱退者は 140枠 /週 となり、登録者数が 6枠/週減少 していること



から、併設型通所は、施設入所 。ショー トステイロ的のご利用が多く、登録・脱

退と入れ替わりが激 しいため、安定した事業運営が行えるよう問い合わせから

利用まで早期調整を行い、さらに業務整理、改善 。分担を行います。

地域との連携も強化 し、SNS等の広報でも笑顔の情報発信を行い、文化祭では

グス ト・ご家族・ケアマネジャーなど地域の方々にもご参加いただき、地域との

つながりを深めてきました。また、運営実地指導を受け、法令や運営基準を再確

認できました。2026年度は、学びを実践 し、地域の一員として安心できる場所

の提供を行い、安定して事業運営を行えるよう介護人材育成 。定着をめざして取

り組んでいきます。

Oケイ・メゾンときめき ホームヘルプ
適切なケア・支援・サービスの推進では、カナミックを活用し情報共有するこ

とにもJl貫れ、それぞれのヘルパーが訪問時の様子や気付きを写真なども活用し

ながらアップすることで分かりやすく情報共有ができ、サービスの質の向上に

もつながりました。
「人材」の育成・定着では、元々ときめき訪問介護での離職率は低く保ててい

ます。そのための工夫として、各ヘルパーの希望に沿つた個別の働き方に対応し

てきました。ただ個々に合わせルールが曖味になっていたところもあり、ルール

を統一、勤務状況もカナミックのメッセージ機能を活用し、見える化することで

分かりやすくヘルパーの負担軽減にも繁がりました。

経営力の向上では、例年 12月 にグスト数が減少しますが、年間を通してご入

院や体調不良が多く減少がありました。年度末でもグスト数の回復が遅れ、予算

を達成することができませんでした。空き状況の発信などを行い、グスト獲得に

努めていきます。

同じフロアではケアハウス職員の人員不足があり、配膳・掃除など積極的な応

援体制を組みました。今後も風通しの良い職場作りとして5Sの実施、立ち寄り

やすい事務所作りを継続して行きます。

○ ケイ 。メゾンときめき 居宅介護支援

2024年度から継続している『重大事故の再発防止』では、居宅では直接利用

者の介護をすることはありませんが、毎週のミーティングに『 リスクだと考える

こと』を議題の一つとして取り上げ、小さなリスクであつても声に出せる場があ

ることが大切だと考えています。

各ケアマネジャーの年間目標稼働率 90%に対して、実績は 82.8%で した。個

人の稼働率達成に向け、毎月自身の稼働率を知らせることで稼働率向上への意



識が高まりました。休職からの退職や異動と人員が安定せず、その度にケースの

振り分けや移管でケース数を管理することに難しさがありました。

人材育成定着の面では、ときめき内でケアマネジャーのなり手が増やせるよ

うに、ケアマネジャー業務に興味を持つてもらえるように計画を作りました。し

かし人員が減り、日々の業務で精一杯で取り組むことが難しい状況となつてい

ました。来年度もケアマネジャー試験日のお知らせや兵庫県の申し込み用紙の

配布、受験対策講座を実施します。

適切なケア支援、サービスの推進では、内部監査や研修への参加を実施しまし

た。2月 に伊丹市より実地指導を受け、指摘事項はありませんでしたが、これを

きっかけに制度やケアマネジメント業務への理解を深め、統一できていない部

分を少しずつ改善していきます。

○ 神津・有岡地域包括支援センター

日常的には地域内の「いきいき百歳体操」を訪問することで、地域包括支援セ

ンターの役割と存在意義を伝え、地域への周知や総合相談業務の充実を図つて

きた。

包括業務のリスクマネジメントでは、保健師欠員の二人体制であつても様々

な対応ができるよう、毎週実施のミーティングにて経済的困窮や虐待といつた

困難事例の情報共有し、各機関の会議等で決められた重要事項の情報共有を行

ない、法律や制度上での最新のルールを確認、周知等実施してきた。

市内のカフェでは地域における担い手不足が大きな問題であり、民生委員を

主とした担い手の高齢化に伴い、その事業継続が難しくなつている。未来の担い

手の確保が最優先と考え、継続事業である「いきいき百歳体操」の参加者の協力

のもと、さらに地域の拠り所として「集いの場」を広げるという課題に取り組み、

安定した事業の継続とボランティアを含めた担い手の確保につなげていく。

人材については現在の保健師の欠けた状態での業務体制の厳しさの緩和の目

的もあり「プランナー」の募集を開始。これは将来のケアマネジャー不足を見据

えており、フルタイムで勤務できない子育て世代のケアマネジャーの獲得をめ

ざしたい。

○ ケイ 。メゾンときめき ケアハウス

ケアハウスは自立型施設のため介護による重大事故はありませんが、業務上

のミス等を事故と捉えており、職員の行動等が要因となる事故 (10件)やヒヤ

リはつと (21件)が、ありました。職員の振り返りや職員会議で封応策を決め

る等実施しました。

グスト同士の交流促進を目的に様々な季節行事を企画、実施しました。ご家族



によるマジックショーや職員による紙芝居、新聞紙を使つたカバンづくり、講師

を招いての折り紙レクリエーションなどを行いました。

防災への備えとして運営懇談会でゲストと職員が共に「防災について考える」

時間を持ちました。学習後には、防災掲示板を用いて、水害・火災・地震に分け

て行動や備えを確認しました。

年度末にはベランダからの避難訓練を実施し、グストがどこまで自身で行動

できるのか、どのグストに介助を必要とするのかを把握できる避難時要介助者

一覧表を作成しました。

経営面では上期は 4名の方が退所されました。部屋に空きが一時発生しまし

たが、紹介会社利用とネット掲載により待機者を増やし、下期が始まるまでには

6名 の入所に繋がり、9月 以降は満床を維持しています。

職員は退職者はなく、同じメンバーで一年継続しましたが、常勤職員の急な入

院があり、約 2ヶ月間他部門からの応援を受けました。職員 4名のうち 2名が

エルダー職員であり、体調の管理や先を見越しての運営が課題となっています。

○ 神津福祉センター

「適切なケア・支援サービスの推進」では、同好会活動では、各種大会や初心

者教室のお手伝いなど、同好会活動がスムーズに運び、退会者を減らし、入会者

を増やす努力をしました。

また、年に 2回の利用者アンケー トや毎 日のラウン ドで利用者の思いや意見

を聞き、取 り組むべきことは迅速に取 り組みより快適に過ごしてもらえる環境

づくりをしました。

「人材の育成 。定着」では、ミーティング時に職員の研修や現状把握などを実

施することで同じ目標に向けてひとりひとりが主役となり仕事ができるように

しました。

「経営力の向上」では、新講座企画 。立ち上げを幾つか実施 しました。また季

節ごとのセンター行事は、新しい企画も含めて 2ヶ 月に 1度の割 りで実施 し、

地域の子供たちとケアハウス入所者などの幅広い世代間交流の行事を増やすな

ど、多くの来館者を迎えました。地域の方のための開かれた福祉センターを体現

する一年となりました。

2026年度も増収や来館者数アップのために職員全員が経営状況を把握 し、常

に新たな試みを続けることと、いつ訪れても変わらない接遇を心がけ伊丹の方

に愛される福祉センター作 りを今後も続けていきます。



6. 障がい

○ さつき

適切なケア・サービスの推進については、ヒヤリハントや事故が起きた際は

都度報告書を作成し、職員会議で対策を検討・共有しました。新入職員が増え

たことで、業務の見える化やルールづくりを少しずつ進めました。

人材については主に紹介会社を通じて採用活動を率匹続しましたが、一部の早

期退職や休職も相次ぎ、一年通して職員はそろいませんでした。その影響で外

部研修の受講が思うようにできず、教育面でも課題が残りました。実習生は社

会福祉士を7名受け入れました。さつきや知的障害者のことを知つていただく

きっかけにはなりましたが、通信教育で本業の合間の実習ということもあり、

採用につなげることはできませんでした。

経営面では、4月 に入所した 4名のうち2名 が重度加算対象者であつたこと

で、収入が増えました。11月 に 1名退所しましたが、1月 に 1名入所しまし

た。パタゴニアのシールはがしは昨年度から継続し、定着しつつあります。新

たな取り組みとしてさをり製品のネット販売を開始し、カバンや松ぼつくりを

投稿しています。外部への宣伝を含めてまだまだ調整が必要ですが、裁縫やデ

コレーションが得意な複数の職員からアイデアの提案があり、コミュニケーシ

ョンのきつかけになりました。

経費削減については、厨房の食器洗浄機を民間団体の補助金で購入したり、

物損については可能な限リグストの保険を適用するなどして削減に努めまし

た。

○ めぶき

適切なケア 。支援・サービスの推進について、法人理念を中心に毎 日の日標確

認 と困難事例に対応する中で部署内や関係各所との情報共有と連携をはかるこ

とができた。その中で うまく対応のできなかつた事例もいくつかあつたので課

題も残つた。

経営力の向上については、サービス等利用計画支援費、継続モニタリング支援

費と請求することができた。月遅れとなる請求もあり予算数値 とは合致しない

月が年度に関係なく継続 してあるため予算の達成はできなかつた。今年度は行

動障害力日算を請求人数分、取ることができている。

新規契約件数について今年度 9名であった。他事業所の休止や規模縮小から

の移行が複数あったことで目標の数値を達成することができた。契約終了者が 1

名あつた。 (亡 くなられた方 1名 )

人材の育成・定着は、人員としては変わることなく予定通 りの人員で相談支援



業務を遂行できた。各種連絡会や研修会に定期的に参加することができた。

人件費は、めぶきとしては 1名 (管理者・兼務)と して計上している。もう1

名はさつきと兼務として人件費をさつきで計上していることで人件費を抑えら

れている。兼務の相談員も自身の相談業務に合わせて支援に入つているので業

務に支障はなかつた。

○ くすのき

「適切なケア・支援サービスの推進」では個別支援計画の実行に取り組みました。

本人、家族、担当、サビ管と面談を行い計画作成、全体会議で共有、実施しPDCA

サイクルを回すようにしました。サビ管によるチェンク、助言を行いきめ細やか

な支援が出来てきました。

「人材の育成・定着」では、評価面談を実施し、相手の話を聴くことにつとめま

した。また、虐待自己チェックを年 2回、上期・下期で実施しました。職員のメ

ンタル面等にチェックがある方には適宜声掛けを行い、面談を実施し、職員が一

人で抱え込まないようにフォローするようにしました。育成では、主任による記

録の書き方や意思決定支援のミニ研修を実施し、意識して記録を書く、支援を行

うようにしました。年間行事を通して、グスト・職員がお互いに楽しめる場づく

りが出来ました。たくさんの笑顔に出会う事が出来ました。

「経営力の向上」では、数値報告を継続し数字への意識向上に努めました。また、

マネジメントカをつける一環で、コミュニケーション向上の研修を実施。相手の

心を開いてもらう為に、自身の行動をどう変えたらいいのかという視点を知り、

過去と他人は変えられない、自分 (思考・行為・行動)と未来は変えられること

を学びました。

また、工賃向上にグスト・職員ともに取り組みました。行事以外での余暇の時

間が殆どないほどお仕事に恵まれ、年間で 100万円ほど工賃収入がアップし

ました。平均工賃も一人 1,400円アンプでき、平均工賃 26,000円越えとなりま

した。事業活動の方も、予算を達成する事が出来ました。

○ わかば

適切なケア・支援サービスの推進では、職員会議内で障がいの理解やグルー

プホームの職員として働く姿勢など、毎月の職員会議内で職員自身の知識向

上、よりよい支援につながるよう学ぶ時間を作り1年継続して取り組みまし

た。また、常勤職員がホームヘ行き、勤務している支援員や調理員と話をし、

現場職員と何でも話せる関係作りを行ないました。その中で迅速に封応しなけ



ればいけない事項については、迅速に紺応しました。

「人材」の育成・定着では、職員会議を年度の途中より月 2回開催し、より

多くの職員が参加し自身の意見が発信できる場づくりをしました。参加できな

かった職員には、議事録を回覧し、情報共有を行ないました。

経営力の向上では、2025年 10月 1日 より、グループホーム定員を男性 1名

増員、空床型ショートステイ男性 1名、女性 1名 をスタートさせました。結

果、グループホームの年間稼働率は 100,6%。 ショートステイに関しては、

2026年 3月 に女性グスト1名 を受入れました。前年同様、夏期休苑、年末年始

休苑に開苑日を設けました。 日中一時支援事業を実施することで収入増に繁が
るようにしました。結果、予算達成をする事ができました。

グストのお楽しみの支援では、9月 、10月 、12月 、1月 に行事を実施。1月

は新年会で実施。当日は、グスト、職員が参加。皆で外食 (焼肉)を楽しみ、

グストと職員の親睦を深めました。行事終了後には、「わかばだより」を発行

し撮影した写真を掲載しコメントを記載した物をご家族に配布しました。わか

ば内の共有部分にも「わかばだより」を掲示し、グストと職員が「わかばだよ

り」を見て会話に花が咲く場面がありました。

○ もとやま園

「適切なケア・サービスの推進」については、各班において毎月の班会議を活

用 し、個別支援の検討を実施 しました。その内容を全体会議で共有することで、

支援方針の統一を図つています。また、「グレーブーン」と考えられる支援や不

適切となり得る言葉遣いについても意見を抽出し、職員間での認識の共有と適

切なケアに対する意識向上に努めました。もとやま園は 4班体制で活動をおこ

なっていますが、今年度は班を越えた連携を推進 しました。加えて、年度途中よ

り現場 リーダーが月次で配置の見直 しを行 う体制としたことで、より実態に即

した柔軟な人員配置と連携強化につながつています。

「人材の育成・定着」については、職員会議の時間を活用 し、虐待防止や感染

症姑策などの必須研修に加え、現場職員が主体となつて必要性を精査 したテー

マによる動画研修を企画・実施 しました。これにより、現場ニーズに即した学び

の機会の充実を図つています。また、専門性向上の一環として、2名 の職員が強

度行動障害支援者養成研修を受講し、支援力の向上に努めました。人事評価面談

については、上期・下期それぞれにおいて、リーダー 。主任・係長・所長で役割

分担を行い、全職員に封して確実に年 2回の実施を継続 しています。
「経営力の向上」については、関係機関への継続的な情報発信を通じて新規利

用者の受け入れを進め、9月 に 1名 、2026年 2月 に 1名 の入所につながつてい

ます。一方で、入所施設への移行により年度内に 3名 が退所となり、結果として



在籍者数は減少となつています。短期入所については、年間稼働率 84.3%と な

り、日標の 85%を下回る結果となっています。要因として、週末の稼働率低迷

に加え、定期利用者の入所や他施設の長期利用、年末年始の利用減少等が挙げら

れます。次年度も、各班で新規利用者を受け入れられる体制を整え入所者増をめ

ざし、経営の安定に努めていきます。

○ ラキレア本山南

適切なケア・サービスの推進のため、支援における困りごとや不安がないか職

員に聞き取りを行いました。前年度同様フリートーク形式で行い、支援に対する

困りごとだけではなく、業務改善の提案や他の職員の支援について疑間に感じ

たことをお聞きすることができました。特に平日毎日出勤してくださっている

夕食作りの職員は、シフト制で入つている宿直職員の様子を見ているため、管理

者では見ることが出来ない部分についての問題点を知ることもできました。す

ぐに改善が必要と判断したことについては全体に周知しました。

ヒヤリハットは職員によつてヒヤリの認識が違つており、何気ない会話の中

から“それはヒヤリハットですね"と なることもありました。職員の認識の違い

を統一させることが課題の一つと考えています。

人材の育成・定着では、なかなか職員の定着・主に土日出勤ができる職員の増

員はできませんでした。採用しても数回出勤して来なくなる、面接予定の方が当

日来られないことも多々あり、職員の補充は難しい状況です。

経営力の向上では前年度に引き続き経費削減のため、備品の管理の他、節電・

節水をグストにも協力していただいています。

がん治療中のグストは月の 2/3以上ラキレアに宿泊される日が増えており、9

月より稼働率がほぼ 90%を超えています。抗がん剤の服用も終わったため通院

も3か月に 1度 となり、2月・3月 は稼働率が 95%を超えることができました。

また、月 2回週末にご自宅に帰られていたゲストも、1月 以降は日中ご家族と

一緒に過ごし、夕方ラキレアに帰って来られるという形に変わったことも稼働

率の上昇に繁がっています。

2025年度は、もとやま園の年度末休園の日に外出イベントとして京都に行っ

た他、1月 には宿泊イベントとしてフルーツフラワーパークに行くことも出来ま

した。旅行は皆様にとつて大イベントとなつたようで、また旅行に行きたいとい

う声が出ています。次年度もゲストの希望を取り入れたイベントも行い、ラキレ

アでの生活がより充実したものとなるようにしていきたいと思います。



○ 東灘区障害者地域生活支援拠J点

I ひがしなだ障害者相談支援センターとして

① 調査業務…今年度も、福祉サービスを受けるための区分認定や勘案調査な

どを実施した。

② 相談業務…当事者やその家族、事業所、地域の方など様々な方から多岐に

わたる相談を受け、相談内容を整理し福祉サービスにつなげる、適切な関

係機関を紹介している。主な内容としては、「親の高齢化で介護が難しくな

ってきた」「親が元気なうちにグループホームを探したい」「子どもが不登

校である」「介護保[父への移行」などで、多重に課題を抱えている相談も増

えてきている。

③ 自立支援協議会…事務局として部会運営や課題整理など区内の2つのセン

ターと協働し取り組んでいる。協議会においても 8050問題や送迎問題な

ど様々な課題について部会で取り組みを実施した。

④ その他…区内の特定相談支援事業所へのバックアップ機能として連絡会

などを区内 2つのセンターと協働で実施した。

Ⅱ 東灘区障害者地域生活支援拠ッ点として

① 見守り支援事業…神戸市からの台帳を基に福祉サービスにつながつてい

ない方への訪問を実施し、数件であるが福祉サービスにつなげることがで

きた。また、継続的に家族から相談を受けるケースも数件あった。

② 地域支援機能強化事業…神戸市全体で「意思形成支援」をテーマに研修を

実施した。また、前年度に訪問した区内のグループホームからの意見をも

とイこ「グループホーム連絡会」を開催した。

③ 緊急姑応…緊急ショートステイについては、もとやま園での受け入れ調整

を 12件対応した。また、医療的ケアを必要とする方への対応を依頼するた

め区内の地域ケア病床がある病院を 1件訪問した。

④ 災害時要援護者支援…区内2か所で開催された福祉避難所開設訓練に拠J煮

コーディネーターと見守り支援員で参加した。

※職員の入退職もあつたが 7人体制を維持することができた。2026年から神

戸市の支援センター再編に伴い、区内 3センターから 2セ ンターヘ縮小とな

るため、協力体制を取り、さらなる「地域づくり」に取り組んでいきたい。



7.RICグ ランクオー レ

適切なケアの推進は、緊急搬送時に救急隊に提供するグストの基本情報『神戸

市救急安心シート』の全戸設置を 6月 までに完了。以降、内容の更新をグストの

誕生月に合わせて実施しました。家族、主治医の連絡先が変更になつていた事例

もあり、次年度も継続し取り組みます。

事故紺応強化については、実技を通しての研修を実施しました。特に転倒後の

抱え起こしに不安を感じる職員もおり、介護未経験職員の多い部門として経験

を補う取り組みの重要性を再認識しました。次年度も継続していきます。

人材の育成は、職員のやりたいこととグストの叶えたいことのマッチングに

取り組んだ 1年でした。中でも盲目のグストHさんの趣味であるギターの演奏

発表会を、ご家族や関係する介護サービス事業者を招いて初開催し、ギターが得

意な支援員の協力で実現できました。

また、防災士資格を持つ宿直者による防災講話も開催し、日常業務とは異なる

交流の機会となりました。

一つ一つは小さな取り組みですが、職員の活躍の場を持つ事ができ、ゲストも

楽しめ、それらが職員へ伝わる、その循環がゲストと職員の満足度の向上になり、

職員の仕事のやりがいにつながると考えています。

経営力の向上は、年間平均稼働率は前年度 99。 1%に対し、今年度は 94.7%と

なりました。日標としていた「空室期間 10日 以内」は、待機者確保や退去後の

修繕 。清掃業者との調整が必要であり、達成には至りませんでした。

今年度は紹介会社や地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、病院
へ DM

を2回送付しましたが反応は少なかつたです。関係機関を通じての見学、申し込

みよりも、掲載サイトやホームページをみての問い合わせが圧倒的に多いため、

次年度はWeb媒体を活用した情報発信を強化していきます。



Ⅱ日資料編
1.特養部門(含むショートステイ)

利用者数日稼働率 推移 単位 :(人 )

特養介護度状況(2026年 3月 31日現在)

短期入所介護度別延ぺ利用状況(2026年 3月 31日現在)

入退所者状況

単位 :(人 )

単位 :(人 )

単位 :(人 )

定員
2024年 ,費 2025年 )責

利用者数 稼働率 利用者数 稼働率

六甲アイランド

全体  80 25,081 85.9% 27,028 92.6%

22,592 91.0% 23,544 94.9%

2,489 56.8% 3,484 79.6%

にじの家 28 9,702 94.9% 10,031 98.2%

ときめき

全体  110 37,364 93,0% 38,892 96.9%

32,570 91.0% 34,600 96.7%

4,794 109.0% 4,292 98.0%

要介護 1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 平均介護度
妥

'「

護 4・ も

以上

六甲アイランド
2024年度 1 3 18 28 13 3.78 65.1%

2025年度 1 5 23 20 16 3.69 55.4%

にじの家
2024年度 1 0 13 8 6 3.64 50.0%

2025年度 0 0 8 13 7 3.96 71.4%

ときめき
2024盗F】藍 3 3 34 34 21 3.71 57.9%

2025年度 1 2 32 43 20 3.81 64.3%

要支援1 要支援2 要介護 1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5
障害ショー
トステイ

六甲アイランド

実人員 2 1 61 40 112 73 37 24

延べ日数 9 8 271 245 1,098 1,069 567 217

構成比率 0.3't 0.29` 7.8% 7.0% 31.5'6 30,7% 16.3% 6.2%

ときめき

実人員 0 0 69 94 222 120 60

延べ日数 0 0 355 478 2,406 734 319

構成比率 0.0% 0.0% 8.3% 11.1% 56.1,4 17.1% 7.4%

六甲アイランド にじの家 ときめき

人数 入所前 H退所先 人数 入所前・退所先 人数 入所前・退所先

入 所

19人

平均年齢

88,0歳

在宅  9

病院  9

他施設  1

7人

平均年齢

92.0歳

在宅  2

病院  2

他施設 3

18人

平均年齢

88.5歳

在宅

病院

他施設

10

4

4

退 所

16人

平均在苑期間

3.3年

内 看取り 11人

在宅

病院

死亡

他施設

0

5

11

0

7人

平均在苑期間

4.3年

内看取り5人

在宅

病院

死亡

他施設

0

1

6

0

15人

平均在苑期間

2.8年

内看取り9人

在宅   1

病院   5

死亡  9

他施設  0



六甲アイランド にじの家 ときめき 法人全体

入所 退所 入所 退所 入所 退所 入所 退所

2024年 ,隻 23 22 6 5 31 28 60 55

2025年 ,隻 19 16 7 7 18 15 44 38

入退所者状況 推移

特養待機者状況

2.グループホーム

利用者数日稼働率 推移

介護度状況 (2026年 3月 31日現在)

3.小規模多機能型居宅介護 部門

利用状況

単位 :(人 )

単位 :(人 )

単位 :(人 )

単位:(人) 新規登録日脱退者数 単位:(人 )
新規
登録者
数

登録
脱退者
数

2024年 ,隻 14 12

2025年 ,隻 17 16

在宅 病院 他施設 その他 計

六甲アイランド 27 15 72 0 114

にじの家 6 1 8 0 15

ときめき 187 76 36 0 299

定員

2024年 ,交 2025年 ,交

利用者数 稼働率 利用者数 稼働率

六甲アイランド 18 6,509 99.10/0 6,471 98.5%

要介護 1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 平均介護度 要介護4・ 5以上

六甲アイランド
2024年度 2 4 3 7 2 3.17 50.0%

2025年度 1 2 4 6 5 3.67 61.1%

通所 訪問 宿泊

実人数 延べ人数 実人数 延べ人数 実人数 延べ人数

2024年 ,費 293 4,390 190 6,914 115 1,306

2025年 ,交 254 4,222 211 6,084 129 1,600



4.デイサービス 部門

延べ利用者数日利用率推移

介護度別延べ利用者数

単位 :(人 )

単位 :(人 )

2024年 ,支 2025年 ,費

定員 1日 平均 利用率 延べ利用者数 1日 平均 利用率 延べ利用者数

法人全体 202 162.3 75,7% 50,431 158.8 78.6% 49,209

六甲アイランド 30 25.6 85.1% 7,94 1 25.2 84.1% 7 823

六甲認知デイ 12 8.1 67.4% 2,515 6.2 61.90/0 1,918

は～とらんど

甲南
30 26.9 89.6% 8,357 26.5 88.2% 8,206

魚崎中町 30 24.7 82.3% 7,678 23.5 78.3% 7 280
魚囁中町

(認知症 )
10 4.9 49.2% 1,529 5.8 58.0% 1 798

東二見 30 24.8 82.7% 7,720 24.7 82.4% 7,661

藤江 10 8.6 86.0% 2,667 9.3 93.3% 2,892

ときめき

(標準型 )
40 33.0 82.4% 10,250 32.7 81.7% 10,125

ときめき
(認知症 )

10 5.7 57.0% 1,774 4.9 48.6% 1 506

総合事業 要支援 1 要支援2
要介護 1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

自
費
等
合計

事業対象者・市独自事業・みなし

六甲アイランド
2024年度 1,525 3,368 1,577 986 309 80 96 7,941

2025年度 1,663 3,332 1,528 727 338 235 0 7,823

六甲認知デイ
2024年度 34 561 799 613 323 185 0 2,515

2025年度 0 541 587 182 463 124 21 1,918

は～とらんど
甲南

2024年度 1,237 2,649 1,516 1,586 728 641 0 8,357

2025年度 1,105 2,807 1,538 1,462 699 566 29 8,206

魚崎中町
2024年度 913 3,042 2,259 804 547 113 0 7,678

2025年度 551 2,871 2,563 837 384 21 53 7,280

魚崎中町
(認知症 )

2024年度 86 217 397 559 270 0 1,529

2025年度 186 268 425 587 332 0 1,798

東二見
2024年度 1 795 2,530 1,584 711 691 409 0 7,720

2025年度 1,661 3,034 1,551 982 268 126 39 7,661

藤江

2024盗F】霊 0 914 539 502 211 501 0 2,667

2025年度 0 1,212 669 301 305 405 0 2,892

ときめき
(標準型)

2024年度 1,251 3,747 2,938 1,660 315 339 0 10,250

2025年度 1,137 3,893 2,672 1,561 466 388 8 10,125

ときめき
(認知症)

2024年度 250 576 729 209 10 0 1,774

2025年度 491 337 523 137 18 0 1,506



新規登録者数 日登録脱退者数

5.訪問介護 (ホームヘルプ)部門

利用登録者数推移(2026年 3月 31日現在)

利用状況

単位 :(人 )

単位 :(人 )

六甲アイランド 六甲認知デイ は～とらんど甲南 魚崎中町 魚崎中町 (認知症)

2024年度 2025年度 2024年度 2025上F】電2024年度 2025年度 2024年度 2025年度 2024年度 2025とF月霊

新規登録者数 52 75 26 37 101 48 53 73 32 23

登録脱退者数 63 73 47 14 93 65 64 54 15 17

東二見 藤江 (認知症 ) ときめき ときめき(認知症)

2024年度 2025年度 2024年度 2025年度 2024年度 2025年度 2024年度 2025年度

新規登録者数 73 52 26 35 101 114 36 20

登録脱退者数 88 70 24 31 103 110 31 30

事業
対象者

要支援 要介護
合計

1 2 1 2 3 4 5

六 甲

2024年度 3 23 18 19 9 4 3 1 80

2025年度 1 34 25 24 9 8 4 2 107

ときめき
2024年度 6 10 28 28 18 7 0 3 100

2025年度 6 28 24 11 5 1 2 88

2024年 ,費 2025年 ,支

六 甲

年間活動延べ時間 4,702時間 5,209 時間

2,760 日寺F日弓 3,328 日寺F日弓

1,868 日寺F日弓 1,826 日寺F日弓

74時間 55時間

訪問延べ件数 6,218 1牛 6,712 1牛

3,400 件 31964 件

2,670 件 2,648 件

148 件 100 件

ときめき

年間活動延べ時間 8,127 日寺「翻 7,686 時間

5,766 日寺「翻 5,286 日寺F日弓

2,201 日寺F日弓 2,400 日寺「翻

訪問延べ件数 9,487 1牛 9,155 件

6,778 件 6,438 件

2,560 件 2,717件



6.訪問看護

利用登録者数推移

利用状況

7.居宅介護支援 部門

実績推移

8.地域包括支援センター

実績推移

単位 :(件 )

単位 :(件 )

単位 :(人 )

要支援 要介護
合計
平均
介護度

1 2 1 2 3 4 5

2024年 ,費 66 161 76 81 29 53 14 480 2.40

2025年 ,責 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00

新規登録 廃止 実利用者数 延べ訪問件数 延べ時間

2024年 ,支 3 人 98  人 533  人 3,319 1牛 2,298 日寺F日弓

2025年 ,支 0 人 0 人 0 人 0件 0時間

六甲アイランド は～とらんど甲南 明石 ときめき

2024年度 2025年度 2024上 F月藍2025年度 2024年庁ュ 2025と手度 2024年度 2025塗手』藍

新規ケース数 82 144 76 80 68 52 67 23

廃止ケース数 47 61 50 77 45 81 53 66

従事人数 (常勤換算) 4.4 7.7 6.3 6,7 5.0 4.6 7.0 5.0

ケアプラン延べ数 1430 2064 1967 2290 1279 1467 2015 1758

27.1 22.3 26.0 28.5 21.3 26.5 23.9 29.3

介護予防プラン数 80 977 209 537 571 614 1,034 1,007

1.5 10.6 2.8 6.7 9.5 11.1 12.3 16.7

1人当たり/月 ①昨② 28.6 32.9 28,8 35.2 30.8 37.6 36.2 46.0

介護認定調査延べ数 290 294 308 320 0 64 35

地域包括支援センター (あんしんすこやかセンター)

六甲アイランド 本山南部 神津・有岡

2024年度 2025年度 2024年度 2025年度 2024年度 2025年庁x

介護予防プラン延べ数 3,381 2,478 3,856 3,535 2,764 2,802

相談対応延べ件数 3,102 2,093 2,539 2,264 2,451 2,478



9.障がい者施設 部門

登録者数推移(2026年 3月 31日現在)

年間利用者数 推移

東灘区障害者地域生活支援拠点 実績 推移

単位 :(人 )

単位 :(人 )

単位 :(件 )

登録者数(人 )
障がい区分

軽度 重度

年度末 入所 退所 区分 1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 未判定

くすのき

2024

年度
51 1 2 0 1 8 28 11 1 2

2025

年度
49 0 2 0 1 7 27 10 1 3

さつき

2024

年度
57 1 1 0 0 0 18 20 19 0

2025

年度
62 6 1 0 0 1 16 24 21 0

わかば

2024

年度
12 0 0 0 0 3 6 3 0 0

2025

年度
13 1 0 0 0 3 6 4 0 0

もとやま園

2024

年度
54 2 7 0 0 5 25 17 7 0

2025

年度
56 2 3 0 1 5 23 17 9 1

ラキレア
本山南

2024

年度
4 0 0 0 0 0 2 2 0 0

2025

年度
4 0 0 0 0 0 2 2 0 0

2024年 ,愛 2025年 ,交

運営日数 利用者数 1日 平均 運営日数 利用者数 1日 平均

さつき 253 12,480 49.3 253 13,143 51.9

くすのき 253 11,040 43.6 253 10,959 43,3

わかば 356 4,119 .6 356 4,297 1 2. 1

めぷき 253 94 0.4 253 102 0.4

もとやま園 254 12,086 47.6 254 11,707 46.1

もとやま園
ショート

365 1,712 4.7 365 1,539 4.2

ラキレア
本山南

365 1,186 3,2 362 1,303 3.6

相談件数 計画相談延ぺ件数 勘案・区分認定件数 地域会議主催件数

2024年度 5,396 10 448 10

2025年 度 5,270 10 448 12



定員
2024年 ,支 2025年 ,受

入居のべ人数 年間稼働率 入居のべ人数 年間稼働率

グランクオーレ 63 20,258  人 99,1% 19,354  人 94.7%

10.サ高住
利用者数口稼働率推移

介護度状況(2025年 3月 31日現在)

11.ボランティア活動状況

活動延べ人数 推移 単位 :(人 )

六甲アイランド
にじの家

RIC
グランク
オーレ

は～とら
んど甲南

魚崎中
町デイ

特養 デイ
クルーフ

ホーム
デイ

2024年 ,隻 589 63 96 24 0 107 56 66

2025年 ,支 797 295 0 12 0 42 43 88

東二見
デイ

藤江 ときめき
さつき
くすのき

もとやま

(ラキレア含 )

法人計

2024年 ,箕 227 1 1,267 199 155 2,850

2025年 ,支 208 1 1,464 30 80 3,060

*六甲特養、デイ(苑外ウエス作成人数含む。本年より、デイのレクレーションボラ、特養は洗濯仕分けボラ

のみ受け入れ再開)

12.重大介護・支援事故、クレーム件数
◆重大事故日支援重大事故

重大事故 事故により入院を要した件数

法人全体
2024年 ,支 31 15

2025年 ,支 33 11

内訳 : 骨折

裂傷

擦過傷

脱臼

血種

誤疎

異状なし

件

件

件

件

件

件

件

２５

６

０

０

１

０

１

死去 0件

単位 :(人 )

自立 要支援 1 要支援2 要介護 1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 平均介護度

グランクオーレ
2024年度 10 16 12 16 2 0 0 0 1.11

2025年度 18 18 6 11 0 0 3 0 1.64



◆重大クレーム件数

重大クレーム

法人全体
2024年 ,受 1

2025年 ,支 1

内訳 : 職員の対応

内容: カンファレンスが長引き、駐車禁上の罰金を受けた、施設側の責任で起こつたことを
負担できないと説明されたことが納得できないとの訴え

カスハラ事案となつているため、顧問弁護士と相談の上、対応継続中

13.永年勤続 表彰者

常勤 非常勤 合計

勤続 10年
2024盗F】笠 12 11 23

2025年度 11 12 23

勤続 20年
2024年度 8 2 10

2025と手狙驚 3 2 5

勤続 30年
2024空F遍霊 5 0 5

2025と手遍藍 3 3 6

*永年にわたつて社会福祉法人協同の苑に勤務した職員に対して法人として表彰しています。

勤続10年 ⇒ 表彰状並びに金5万円

勤続20年 ⇒ 表彰状並びに金10万円

勤続30年 ⇒ 表彰状並びに金20万円



14.2025年度 職員配置数 (2026年 3月 31日現在 )

【職 * 六甲特養3名、ときめき特養3名 養成入国1年未満特 生含む)

実人員 常勤換算人員

常勤職員 非常勤職員
合計

常勤職員 非常勤職員
合計

正職員 その他常勤 定時職員 正職員 その他常勤 定時職員

特

養

六甲アイランド 37 2 36 75 37 2 14.4 53.4

にじの家 16 0 10 26 16 0 3.3 19.3

ときめき 42 0 25 67 42 0 142 56.2

特  養  計 95 2 71 168 95 2 31.9 128.9

六甲アイランド

六甲アイランド認知デイ)

は～とらんど甲南
ア

イ
魚崎中町 (標準・認知)

東二見

藤江

ときめき(標準・認知)

4 0 17 21 4 0 1■0 15.0

2 0 7 9 2 0 3.6 56

5 0 15 20 5 0 8.0 13.0

6 1 19 26 6 1 105 17.5

4 0 24 28 4 0 10.0 14.0

2 0 12 14 2 0 5.0 7.0

7 0 16 23 7 0 9.7 16.7

デイサービス計 30 1 110 141 30 1 57.7 88.7

小規模多機能 9 0 9 18 9 0 4.4 13.4

グループホーム 10 0 11 21 10 0 7.0 17.0

グランクオーレ(サ高住) 5 0 21 26 5 0 7.7 127

ケアハウス 1 1 2 4 1 1 i5 3.5

訪

間

にじの家 4 0 21 25 4 0 5.3 9.3

ときめき 3 0 12 15 3 0 5.4 8.4

訪問介護計 7 0 33 40 7 0 10.8 17.8

明石訪間看護 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0

地
域
包
精

六甲アイランド 6 0 2 8 6 0 0.8 6.8

本山南部 6 0 2 8 6 0 i3 7.3

神津 !有岡 2 0 0 2 2 0 0.0 20

地域包括介護計 14 0 4 18 14 0 2.1 16.1

居
宅
介
護

六甲アイランド 6 1 2 9 6 1 0.4 7.4

は～とらんど甲南 6 0 3 9 6 0 i7 7.7

ときめき 5 0 0 5 5 0 0.0 50

明石 5 0 0 5 5 0 0.0 5.0

22 1 5 28 22 モ 2.1 25.1

福祉センター 2 0 7 9 2 0 2.8 48

障
力`
い

さつき 16 1 9 26 16 刊 5.1 22.1

くすのき 14 0 7 21 14 0 39 17.9

わかば 2 0 17 19 2 0 4.9 69

めぷき

もとやま園

1 0 0 1 1 0 0.0 iO

17 0 16 33 17 0 77 24.7

ラキレア本山南 ヽ 0 5 G 1 0 1.6 26

東避障害者地域生活支援拠点 6 1 1 8 6 1 0.4 7.4

障がい計 57 2 55 111 57 2 23.7 82.7

本  部 11 0 1 12 11 0 05 11.5

役員・その他 1 0 1 2 1 0 0.4 1.4

その他 (休職 ) 9 0 0 9 9 0 0.0 9.0

合   計 273 7 330 610 273 7 152.5 432.5

常勤換算人員実人員
4年戸ヱ 2202と
トン巫 人 目 比 率人 目

2025年度2024年度

63.1'も63.7% 273,0273 274.0274正職員

70 1.6%8.0 19%7その他常勤職員 8

64.7'665.6% 280.0280 282.0282

常

勤

計

35.3'`147.9 34.4% 152.5330324定時職員

152.5 35.3,l147.9 34.4%380324

非
常
勤 計

100.0%429.9 1000't 432.5610606合  計


